
第八次御嵩町行政改革大綱（案）に関するパブリックコメント実施結果

１　実施期間　令和８年２月６日（金）～２月２５日（水）

２　意見提出件数　４件（１人）

３　提出された意見と町の考え方

番号 意見 回答

1

・前回の行政改革大綱は29ページでしたが、今回は僅か5ページ、少な
いから悪いわけではありません。しかし、（１）財政体質の強化、と（２）組
織マネジメントの強化の2点に絞った計画で、数字的な目標はありませ
ん。
・前回は、委員会で議論された経緯がありますが、今回はその記録があ
りません。どのように協議決定された案か、記録しておくべきと思いま
す。

　本大綱を実効性のあるものにするためには数値化は不可欠と考えてお
ります。本大綱では、基本理念や重点項目を体系的に示すことに主眼を
置いています。具体的な目標値や指標については本文に掲載することは
しておりませんが、適切な目標設定や指標を設定し、定量的に進捗管理
を行う予定です。
　本大綱は、長期的な指針や基本方針を体系的に示すものであり、その
趣旨を鑑み、個別の会議録や検討の経緯そのものを本文に掲載すること
はしておりませんが、外部委員で構成される委員会において、多角的な
視点から慎重かつ適切な議論を重ねて決定しております。
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（１）財政的な課題
新庁舎事業、伏見小改造工事、上水道の老朽化対策、下水道の新規敷設
等々、書かれている通り公債費（借入金）が今後大きく増加します。この
計画期間5年間の間に大きく数字が変わるのが確実で、相当に注視して
いく必要があります。
但し、金がない、金がないで済ませないように、創意と工夫、機動的な小
額支出（少額修繕費等）の対応が必要であると思います。
（２）組織マネジメントの課題
定員の管理、人材の確保・育成、働きやすい職場環境、デジタルによる利
便性、業務効率化、その通りですが、基本の基である、接遇、町民に対す
る対応、この部分が大変重要です。ここをしっかりやれば、色々な課題に
ついて町民の理解、協力も得られるものと考えます。

　ご指摘のとおり、町としても限られた財源だからこそ、住民の皆様との
「相談」や「対話」が大きな意味を持つと考えています。予算が確保でき
ない場合でも、そこで立ち止まるのではなく、既存の資源の活用や仕組
みの工夫により「どうすれば少しでも形にできるか」「別の方法で解決で
きないか」を町民の皆様と共に考え、進めていきます。

3

今後の取り組み部分
内容としてはその通りと思いますが、実施のためには、具体的な戦略、戦
術が求められます。実施のためのコストは財政的課題にもある通り、多く
は期待できません。町民から、行政は金がない、金がないと直ぐ言う、と
の声を多く聞きます。
お金があればできるのは当たり前、無い中で、話を聞き、相談し、創意工
夫で少しでも応えることが重要と思います。

　ご指摘のとおり、町としても限られた財源だからこそ、住民の皆様との
「相談」や「対話」が大きな意味を持つと考えています。予算が確保でき
ない場合でも、そこで立ち止まるのではなく、既存の資源の活用や仕組
みの工夫により「どうすれば少しでも形にできるか」「別の方法で解決で
きないか」を町民の皆様と共に考え、進めていきます。
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4

御嵩町教育・夢プランにおいては、すべての施策について、指標と数値
目標値を定めて評価しようとしています。
成果を数値で評価する試みは、数値で可視化できる明確さがあります。
指標の内容と数値目標値の設定は難しい面もありますが、強化、改善、
見直し、推進、徹底、効率化、迅速化等々の言葉だけでなく、数値化する
ことも必要と思います。

　本大綱を実効性のあるものにするためには数値化は不可欠と考えてお
ります。本大綱では、基本理念や重点項目を体系的に示すことに主眼を
置いています。具体的な目標値や指標については本文に掲載することは
しておりませんが、適切な目標設定や指標を設定し、定量的に進捗管理
を行う予定です。


